
マテリアルリサイクル：廃棄物を回収し製品の原材料として再利用することです。
サーマルリサイクル：廃棄物を回収して燃やし、これを熱エネルギーとして再利用することです。
NTTクローズドループリサイクル：NTT撤去物品等をNTT物品として再生することであり、マテリアルリサイクルの方法の一つです。電話帳は回収した古電話帳を
新しい電話帳用紙に再生することから、クローズドループリサイクルと呼んでいます。
グリーン調達・設計・購入：電気通信設備等の構築から、社員が使用する事務用品、お客様へ提供する製品に至るまで、環境に配慮した調達・設計・購入を行って
います。
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3-1  マテリアルフロー（事業活動に伴う環境負荷）
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社用車で使用される燃料

社用車による営業活動等

事務用紙に使用される純正パルプ

光ケーブル

電 柱
交換装置
伝送装置
土木設備

CO2

117.8万t-CO2
（2013年度）

110.9万t-CO2
（2012年度）

113.9万t-CO2 106.8万t-CO2

1.3万t-CO2 1.3万t-CO2

2.6万t-CO2 2.8万t-CO2

購入電力

社用車

ガス・燃料

年間CO2排出量

(内訳)

更改・撤去

リサイクル

99.9％ 99.9％
撤去通信設備

98.8％ 98.9％
土木工事廃棄物

98.9％ 96.1％
土木工事発生土

98.1％ 97.9％
建築工事廃棄物

0％ 83.1％
建築工事発生土 

2012年度2013年度

エネルギー資源

資源投入量

4万ｔ-ｃ 4万ｔ-ｃ

4万ｔ-ｃ 4万ｔ-ｃ

13万ｔ-ｃ 14万ｔ-ｃ

1.2万ｔ-ｃ 1.0万ｔ-ｃ

プラスチック材料

金属

建築材料

純正パルプ

ガス使用量

ガス・燃料

4.928km3

（2013年度）
5,192km3

（2012年度）

10,696kl
（2013年度）

11,687kl
（2012年度）

133kl 107kl

8,032kl 8,699kl

2,531kl 2,881kl

重油

ガソリン

軽油

(内訳)

燃料使用量

2013年度 2012年度

2013年度 2012年度

2013年度 2012年度

産業廃棄物
年間最終廃棄量

0.28万ｔ
（2013年度）

0.32万ｔ
（2012年度）

0.01万ｔ 0.01万ｔ

0.10万ｔ 0.11万ｔ

0.16万ｔ 0.19万ｔ

撤去通信設備

建築工事

0.01万ｔ 0.01万ｔ
オフィス内

(内訳)

土木工事

2013年度 2012年度

年間電力使用量
20.20億kWh
（2013年度）

20.88億kWh
（2012年度）

電力

20.16億kWh 20.84億kWh

0.03億kWh 0.03億kWh

125.6万kWh 92.0万kWh

購入電力

コージェネレーションシステム発電量

クリーンエネルギー

(内訳)

2013年度 2012年度

通信設備による
電力使用

電話帳、電報台紙に
使用する純正パルプ

燃
料

オフィスで使用されるガス、
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